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平成22年12月22日
社会福祉法人 日本盲人福祉委員会
サイトワールド実行委員会

実行委員長　榑松武男
『サイトワールド2010』報告書

はじめに
世界でも例を見ない「視覚障害者向け総合イベント」として、手に触って確認、納得し、満足できることを目指す『サイトワールド』は、点字制定120周年の今年も皆さまのご協力とご支援により盛況裏に開催できました。

第5回となった今年の『サイトワールド』は、視覚障害者の情報取得を支援する機器･製品､サービスの向上と、優れた最先端技術の駆使による進化を、そして、誰でもが使え、利用できることを目指すユニバーサルデザイン(ＵＤ)の進化･普及を実感できることに加えて、これらの機器･製品､サービスを提供する出展者と来場された方々との双方向の交流の５年の積み重ねにより、新たな機器の開発に繋がり、使い易さの格段の進歩となったことなどが明らかになりました。
今年は、世界盲人連合（ＷＢＵ）加盟のアジア22ヶ国によるアジア太平洋盲人福祉会議のシンポジウムが会期初日に行われたこともあり、国際色豊かなサイトワールドとなりました。
ボランティアの皆さまには、今年も独自の準備をされ、多くの配慮をいただきました。そのお心配りに深甚なる敬意と感謝を捧げたく存じます。また、誘導案内等､不測の事故もなく開催できた陰には、本所警察署、ＪＲ・地下鉄錦糸町駅の皆さま、日本競馬会ウィンズの警備担当の皆さまの温かいご配慮がありましたことも、感謝とともにご報告いたします。

１．開催概要

名称　　　サイトワールド2010
テーマ　　　ふれてみよう！日常サポートから最先端テクノロジーまで

日時　　　平成22年11月1日(月)､2日（火）、3日(水･文化の日)､　午前10時～午後5時（最終日午後4時）

会場    すみだ産業会館　サンライズホール 　
東京都墨田区江東橋3-9-10 墨田区丸井共同開発ビル8・9階 （ＪＲ錦糸町駅南口前）
入場料　　　無料
主催　　　(社会福祉法人) 日本盲人福祉委員会　サイトワールド実行委員会
共催　　　(社会福祉法人) 日本盲人会連合、(社会福祉法人)　日本盲人社会福祉施設協議会、全国盲学校長会、　(社会福祉法人) 日本点字図書館、(社会福祉法人) 日本ライトハウス、(社会福祉法人) 視覚障害者支援総合センター

後援　　　内閣府、経済産業省、厚生労働省、文部科学省、東京都、墨田区、埼玉県、日本経済新聞社、日刊工業新聞社、毎日新聞社東京社会事業団、朝日新聞厚生文化事業団、読売光と愛の事業団、日本テレビ系列愛の小鳩事業団、ＮＨＫ厚生文化事業団、財団法人テクノエイド協会、日本ロービジョン学会、財団法人日本障害者リハビリテーション協会、ライフサポート学会、ＴROＮイネーブルウェア研究会、日本電気制御機器工業会、中小企業家同友会全国協議会　（順不同）

ボランティア　　墨田区社会福祉協議会、墨田区ボランティアサークル連絡会、点訳きつつき、霊友会法友文庫点字図書館、都立橘高等学校、全国音訳ボランティネットワーク、および　有志の皆さま

２．出展団体　（8階展示会場にて展示　42法人　50音順）
㈱ＩＮＢプランニング（愛知）、㈱アイプラスプラス(東京)、㈱アメディア（東京）、池野通建㈱（東京）、㈱インサイト（宮城）、㈲エクストラ（静岡）、 エクセルエイド少額短期保険㈱（東京）、ＮＨＫ放送技術研究所（東京）、 ㈱ＮＴＴドコモ（東京）、（社福）桜雲会（東京）、オリンパスイメージング㈱（東京）、企業組合カトレア･サービス（愛知）、ＫＧＳ㈱（埼玉）、㈱廣済堂 スピーチオ販売（東京）、 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（神奈川）、NPO法人ことばの道案内（東京）、㈱サン工芸（京都）、㈱ジェイ・ティー･アール（東京）、(社福)視覚障害者支援総合センター（東京)、シナノケンシ㈱（長野）、㈱タイムズコーポレーション（兵庫）、㈱タナベ（京都）、㈱タニタ（東京）、㈱ＴＮＫ（東京）、東京カートグラフィック㈱（東京）、東京電力㈱（東京）、新潟大学 工学部、㈱西澤電機計器製作所（長野）、日本盲人社会福祉施設協議会盲人用具部会、(社福)日本点字図書館（東京）、日本アイ･ビー･エム㈱東京基礎研究所（東京）、㈱日本テレソフト（東京）、(社福)日本盲人会連合（東京）、パナソニック㈱（大阪）、日立アプライアンス㈱（東京）、ヘルプミーの小旗の会（東京）、三菱電機㈱（東京）、三菱電機ホーム機器㈱（埼玉）、 ㈱安久工機（東京）、 ラビット（東京）、Freedom Scientific BLV（アメリカ）、ViewPlus Technology（アメリカ）
３．シンポジウム、アクセシビリティ・フォーラム、ライフサポート学会、セミナー等の開催

(1) シンポジウム：11月1日午後1時より　
世界盲人連合アジア太平洋地域協議会（ＷＢＵ-ＡＰ）・アジア太平洋盲人福祉会議
テーマ　『視覚障害者と情報･通信・技術（ＩＣＴ）』
パネラー　Mr. Mah Hassan Omar（マレーシア）
ＩＣＴへの視覚障害者のアクセスは基本的人権の一部であり、国連の障害者権利条約でも保障されていると述べ、そうした保障がありながらもアクセスを阻んでいる問題点を指摘された。また、視覚障害者が社会参加を果たすためには、点字を学び､身につけることが重要であると点字教育に言及された。

パネラー　Ms. Lizhen Tang（中華人民共和国）
中国でのスクリーンリーダーなどのソフトウェアや、点字ディスプレイ・電子書籍リーダーなどのハードの開発や、7万人の盲学校生徒がコンピュータで学んでいる状況の説明と、情報アクセスが保障されれば就業と職業的自立が叶い、そのため、ＩＴ技術を身につけることの重要性が認識されつつあると紹介された。
パネラー　Mr. David Hathway(日本）
日本点字図書館の支援事業として毎年開催するアジア太平洋地域の盲青年に対するＩＣＴ指導では、これまで、17ヶ国64名を受け入れた実績があり、その講師として、講習会の内容や、このプログラムを利用して学んだ青年たちが、各国でリーダーとして活躍している現状などを紹介された。
司会　田中徹二（日本点字図書館理事長・サイトワールド副実行委員長）
視覚障害者がコンピュータを活用できるかできないかは、仕事や情報を入手する点で、たいへん大きな差になる。コンピュータの普及が非常に早い速度で進んでいるアジア諸国では、それぞれの国の言語を読みあげる視覚障害者用スクリーンリーダの開発も進んでおり、コンピュータは各国の視覚障害者が自立した生活を維持するのに欠かせない道具となっている。コンピュータ活用の意義が再確認された。
(2) ライフサポート学会 研究発表会：11月2日午前10時30分より　

「視聴覚障害者バリアフリー技術研究会」　　　会長　坂尻正次　（筑波技術大学　准教授）

演題：『字幕呈示のためのモバイル型遠隔情報システム』
講演　：　三好茂樹　（筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター 准教授）
(3) サイトワールド・アクセシビリティ・フォーラム：11月3日午前10時30分より　　

コーディネーター　：　榑松武男　（ＫＧＳ㈱　代表取締役社長）

『スクリーンリーダーのウェブコンテンツ読み上げ機能の検証結果』

植木　真　（ウェブアクセシビリティ基盤委員会学）

『ミュージアム展示資料の可能性－立体コピーを活用した触れる天体写真展を通して』
菊池秀一　（常磐大学　コミュニティ振興学部　中村研究室）
『視覚障害者へのコミュニケーション支援人材育成のための遠隔講座と通信教育システム実験報告』
岩井和彦　（社会福祉法人日本ライトハウス情報文化センター）

『点字サインに関する利用者調査の結果概要について』

和田　勉　（日本点字図書館ユニバーサルデザイン推進室）

『日本語テキストデイジーにおける誤読の問題を解決する一つの試み』
山口雄仁　（日本大学短期大学部、NPOサイエンス・アクセシビリティ・ネット）
鈴木昌和　（九州大学、NPOサイエンス・アクセシビリティ・ネット、九州先端科学技術研究所）
(5) 自主セミナー、　資料展示、

1 シナノケンシ㈱・「プレクストーク体験会」：　11月1日午前10時

2 ㈱ジェイ・ティー・アール・「点字グラフィックの今後について」：　11月1日午後1時

3 ＮＰＯ法人 ことばの道案内・「ＩＣタグ利用体験会と講演会」：　11月2日午前10時

4 (社福)桜雲会・㈲読書工房・「漢字学習セミナー」：　11月2日午前10時

5 シナノケンシ㈱・「デイジーパートナーセミナー」：　11月2日午後1時

6 ㈶杉山検校遺徳顕彰会・㈳温故学会・「杉山和一と塙保己一　企画展」：　11月3日午前10時

7 ㈱アメディア・「モバイル技術発表会」：　11月3日午前10時

8 ㈶九州先端科学技術研究所・「科学へジャンプ　視覚に頼らない学習体験」：　11月3日午後1時

9 静岡県立大学　国際関係学部　石川研究室・「次世代ＧＰＳ歩行支援システムの開発」セミナー　：　

11月3日午後1時
４．シネマライブ　　ドキュメンタリー映画　「瞽女さんの唄が聞こえる」＆「真夜中の屋台」「俳句探偵５７５」
　11月１日午前10時30分、　　　　　11月2日午後1時
　バリアフリー映画推進団体Ｂｍａｐ（ビーマップ・Barrier free Movie for All people）の皆さまのご協力で、活弁士のライブ解説と画面には字幕によるバリアフリー映画を皆さまに楽しんでいただきました。
瞽女と呼ばれ、盲目の女性だけで組織を作り、隣村遠国に唄をうたい歩いた芸能者集団は、中世以来少なくとも400年以上の伝統を持ち、伝える唄の数々は、その後のあらゆる日本音楽の源流になったとさえ言われますが、時代の変化とともに今やその姿は全く見られなくなりました。この映画は、最後の瞽女、杉本キクイさんら三人の日常の暮らしと、瞽女唄の稽古風景、昔の瞽女宿を訪ねた最後の旅の様子を記録したものです。医療や福祉、教育が行き届かなかった時代から、自力で生きる道を拓いてきた瞽女さんたちの生き方や歌声に、皆さん感動されたようです。また、その感動をさらにかきたてたのは、柔らかく､時に力強く､緩急自在､音域が広く､澄んだ声ですっと入ってくる語り口の活動弁士佐々木亜希子さんの音声ガイドでありました。同時に短編の娯楽作品『真夜中の屋台』『俳句探偵５７５』をＢｍａｐのメンバーのナレーションで楽しんでいただきました。
　音声ガイド台本作りから、会場設営、運営などＢｍａｐのメンバーの皆さま自ら当たられ、映画文化をバリアフリーで味わい、楽しむことを目指されている皆さまに感謝と、その活動のご発展を期待しています。
５．点字制定120周年記念企画展　　
　『身近になった点字　日本における点字とアクセシブルデザイン』　
11月1日が点字の日であること、そして今年は点字制定120周年に因み、始まりは図書として始まった点字が、今日では、身の回りのあらゆるものに表示されている現状を伝え、関連したＪＩＳ規格などの紹介と、アクセシブルデザインの取組みを紹介しました。
Ａコーナーでは、点字表示のある包装容器を揃えて展示し、シャンプー容器や牛乳など､点字以外の触覚識別表示を紹介し、Ｂコーナーでは、点字表示のある家電製品の表示部を展示し、開始の凸記号、停止の凸バーの紹介と、エアコンの三角、ＩＨヒーターの縁についている表示などを紹介、そして、Ｃコーナーでは、公共空間における点字サインを紹介し、街中のいろいろなところへの点字の普及の現状を紹介しました。

監修を日本点字図書館ユニバーサルデザイン推進室の和田 勉氏が担当し、㈶共用品推進機構、㈶家電製品協会のご協力と、会場での説明などに早稲田大学 藤本研究室の皆さまのお力添えをいただきました。
　特別展示　ＡＴＭ機器　（郵便局のＡＴＭの実物の展示）
㈱ゆうちょ銀行、沖電気工業㈱のご協力で、郵便局のＡＴＭの実物を展示しました。
身近な郵便局に設置されているＡＴＭの点字や音声での利用について、実機を展示しました。200名の方がその操作を体験しました。年金等の受け取りにゆうちょ銀行口座を利用される視覚障害者は多くあり、第3者を煩わすことなく、自らの操作で自己資金の出し入れが出きることを体験したものです。
目の不自由なお客さまに対するゆうちょ銀行の取組みも紹介されました。そのサービスの充実は、視覚障害者の期待に応えるものであり、更なる充実と、視覚障害者の認知拡大と利用促進が望まれるところです。今回の体験が､身近な郵便局の利用に繋がることを願うところです。
６．東京スカイツリーの模型の展示
　都立橘高等学校の皆さんに東京スカイツリーの模型を制作いただき、会場エントランスに展示しました。11月の会期中には497ｍの高さとなっていた東京スカイツリーは、地面部分が三角形で、上方に向かって円形に変化しており、これを手で触れて理解していただくため、アルミの棒に断面を模したアクリル板を約30枚取り付けたもので、高さは1000分の１の約65cmのものでした。構造物の立体的なイメージを伝える一つの工夫ではあったものと思います。皆さん大いにイメージを湧かせていただけたようです。なお、この模型は11月3日の読売新聞の江東版に写真ともに掲載されました。
７．会場案内設備について

点字案内板：日本で初の点字案内板を世に出した㈱サン工芸より、サイトワールド2010展示会場のレイアウトを示す「点字案内板BS-G型」の提供を受け、入場口脇に設置しました。

点字ブロック：点字ブロックのパイオニアの（財）安全交通試験研究センターの提供により、８階会場入口に「点字ブロック」を敷設しました。

音声案内システム：池野通建㈱の提供により、「音声標識ガイドシステム」の音声案内装置を、会場エレベータ付近、会場入口、トイレ付近、展示コーナー等に設置、来場者の利便に供しました。

音声案内システム：レハ･ヴィジョン㈱の提供により、「ポッチ シリーズ」の音声情報案内装置を８階９階のトイレに設置し音声案内しました。

８．開会式

11月1日午前9時45分より、会場エントランスにて、開会式を挙行しました。世界盲人連合（ＷＢＵ）加盟アジア22ヶ国からの大勢の参加者もあり、田畑美智子さまの同時通訳での開会式となりました。

主催者より、サイトワールド実行委員会委員長 榑松武男、日本盲人福祉委員会　理事長　笹川吉彦よりご挨拶をいたし、厚生労働省 社会･援護局 障害保健福祉部 企画課 自立支援振興室長　矢田宏人様、墨田区長（墨田区社会福祉協議会会長） 山崎 昇様よりご祝辞を、そして、世界盲人連合（ＷＢＵ）会長のマリアン･ダイアモンド女史にスピーチをいただき、５名の方によりテープカットをいたしました。
９．ボランティアによる誘導案内

　墨田区のボランティアの皆さまを中心に、墨田区社会福祉協議会の皆さま、霊友会法友文庫点字図書館の皆さま、デイジー江戸川、音訳百舌の会、全国音訳ボランティアネットワーク、日本点字図書館の点訳ボランティア、横浜朗読ボランティアなどからの皆さま延べ200名の方々に、5年目の今年も支えていただきました。11月3日には、都立橘高等学校の先生と生徒さん34名が来られ、案内と誘導のボランティアをいただきました。
毎年、ご協力いただく方々が多くおられ、案内誘導にもその経験がノウハウとして伝えられ、生かされていました。また、来場される視覚障害者に寄り添う視点からのサイトワールド運営への貴重なご提言も数多くいただきました。
サイトワールドの成功は、ボランティアの皆さまのご協力があってこその成功であり、今回いただいたご提言を次回開催時に繋いでまいりたいと考えております。改めて、ボランティアの皆さまには感謝を申しあげます。
１０．首掛けカードとアンケートの実施、ヘルプカードとの兼用。

5回目の開催となるサイトワールド2010では、行政関係（ピンク）、教育関係（水）、法人（団体･企業）（薄紫）、一般（茶）の4区分で、来場者の所属が分かるよう、色別のカードを用意し、首からかけていただきました。また、この首掛けカードを振ったり、高く掲げることより、ヘルプカードを兼ねることとしました。

カードの裏には、下記8項目の質問を印刷し、アンケートを行いました。
①　何回目のご来場ですか　　　　(1)　初めて　　　　(2) （　　　　）回目　　
②　印象に残ったイベント、テーマ、展示物などがございましたらご記入ください。　（複数可）
③　運営について、お気づきの点ありましたらご記入ください。
④　性別　 　　　　　　男性　　　　　　　女性
⑤　年齢　　　（　　　　）代
⑥　どちらから来られましたか。（都道府県名を回答ください）　　　　

⑦　所属　（1）　行政関係　　(2) 教育関係　　(3)　法人(団体・企業等)　　(4) 一般
⑧　自筆　　or　　代筆　　　いずれかに○を

弱視用に拡大文字でのアンケート回答用紙などを含め、1,523通の回答がありました。

１１．会場概況
世界盲人連合アジア太平洋地域協議会（ＷＢＵ－ＡＰ）・アジア太平洋盲人福祉会議のメンバーによるサイトワールド見学とシンポジウムが企画されたため会期初日は、アジア各国からの来場者で国際色豊かなサイトワールドとなりました。3日目は、高校生のボランティアが案内誘導にあたってくださり、若やいだ雰囲気も醸し出されていたようです。また、読売新聞を見て来られた地元の方々もあり、視覚障害者向けイベントとは言え、生活者としての共通情報は多くあることから、これらの地元の方々へも大いに参考となったようです。本部席へ感想を述べに来られる方もありました。
自社の製品やサービスをアピールするだけでなく、来場者から意見を聞く、情報をいただくという姿勢に重点を置いた出展ブースが増えたこともあり、来場者とじっくり向き合う交流が、例年にも増して行われたようです。また、来場される方の多くも、その思いを聞いてくれる出展者がいることをご存知であり、双方向の交流も年々活発になっています。その交流の結果として、ユーザーの声が製品やサービスに生かされている例が顕著になり、出展者も来場者も当事者であり、主役であるという会場状況となりました。
１２．広報活動

例年通り、サイトワールドのパンフレットとポスターを、共催団体を通じ、全国の視覚障害者関連の施設、団体、盲学校、点字図書館等に配布を行い、また、出展者からも関係団体、個人等への広報活動を実施しました。サイトワールドのイベント情報の事前周知を図るため、実行委員会事務局では、点字・墨字のガイドブックの事前送付を、関連団体をはじめ、昨年から申し出のあった方々や希望者に行い、来場の便に供しました。特に、今年は、来年のパンフレットやポスター、ガイドブックが出来たら、すぐ送って欲しいとの申込みが、会場内の本部案内所に例年以上に多くあり、恒例行事としての定着と期待をうかがわせます。
NHKラジオ第2放送、山梨放送、ＪＢニュース、日刊工業新聞、雑誌「視覚障害」等々にて事前情報が伝えられ、開催時には、ＮＨＫテレビ、日本テレビ（ＢＳ）、山梨放送の取材があり、ニュース等で報じられました。
１３．来場者数
会期中の来場者数　約4,800名　(重複来場者除く　延べ来場者5,000名超)　
９階会場来場者　　 約1,500名
１４．警察、駅関係

これまでの4年と同様、『サイトワールド2010』開催に先立ち、本所警察署、錦糸町駅北口・南口交番、JR錦糸町駅、地下鉄錦糸町駅、日本中央競馬会ウインズ錦糸町警備主幹の方々に、交通警備等の特段のご配慮をお願いし、無事に開催できました。
１５．設備工事

会場の小間設置、電気配線工事は、㈱ボックス・ワン、㈲坂田電気工事に発注しました。
１６．サイトワールド総括

世界でも例を見ない、視覚障害者向け総合イベント『サイトワールド』は、出展者と来場者の双方向の交流が展開される特長をもつ行事として、5年の経過を重ねてきましたが、来場者側と出展者側が参加を重ねていく過程で、製品やサービスをめぐって自由に意見交換できる場を確立してきました。これは、まさに「サイトワールド文化」と言っても過言ではないものと申せます。
こうして築かれてきた「サイトワールド文化」は、展示会場を眺めますと顕著に伝わってきます。ユーザーの意見や要望に応えて、細やかな配慮･工夫が施され、視覚障害者にとって使いやすい機能が追加されているなど、着実な進化を果たしている例が、多くのブースで見受けられます。そして、この文化の定着は、視覚障害者とそれをサポートする福祉機器メーカーというやや閉じられた枠を確実に押し広げつつあります。
今年は家電メーカー3社からＩＨクッキングヒーターが展示され、2社からは音声読上げ機能付きの地上デジタルテレビが展示されたことは、実際に使い比べみて、自分のニーズに叶うものを選ぶことができ、また、得られる情報の質の高さに繋がったのではないでしょうか。これにより、楽しみながらブース巡りをされた方も多かったものと思います。

「与えられる」から「選ぶ」へ、こうした変化にも『サイトワールド』の場は一役買っています。このような変化をもたらすのは、メーカーの努力もさることながら、何よりも来場者一人ひとりの声であるのです。
主催者として、第一回の開催より、出展者と来場者の双方向の交流の活性化を目指してきたところですが、外部の識者の皆さまからは、ユーザーの声や意見を集める機会を作り、それを定期的に催しているということに大きな評価をいただいています。それは、サイトワールドの場で集められた声が、バリアフリー機器を含め関連する機器の開発や、使い易さの促進に反映していることが、毎年の開催により確認できる状況を生み出しており、そして今年は、特にその成果が大きく顕著になった「サイトワールド2010」であったと思います。同感される方も多いものと思います。
今年は日本点字制定120年を記念した企画展「身近になった点字――日本における点字とアクセシブルデザイン」を行いました。包装容器や家電製品、建物や乗り物など身近なものに付けられている点字を紹介するというのが本企画展のテーマで、例年の企画展に比べて啓発的性格の濃いものでありました。こうした性格の展示会は、より一般へ訴えることが重要であるといえます。サイトワールドが発信する展示会として、また、「点字がこれほど世の中に浸透しているのだ」というユーザーや関係者の誇りとともに、広く一般の方に見ていただきたいと思っていたところでした。これについては、会期中、掲出した資料パネルの貸し出しの申入れが、企画展会場に来られた大手製パン企業の方からあり、同社内で開催される「人権週間イベント」で、展示したいとのことでした。同様の問合せが他にもあり、関心の高さを感じたところです。
ゆうちょ銀行と沖電気工業のご協力により、ＡＴＭ機器のデモ展示を行いました。期間中約200名の来場者が、実際に音声ガイドを使用してＡＴＭを操作し、残高を点字で確認しました。昨今、当事者団体と金融機関との話し合いの中で、窓口やＡＴＭでの視覚障害者に対するサービス向上の傾向を見せ始めています。今回ＡＴＭ体験をされた視覚障害者の方からも使い勝手に対する要望や意見も多くありました。また、ゆうちょ銀行の担当の方々も大挙して見学に来られ、大いに参考になったとのコメントをいただきました。
芸術系イベントとしてのシネマライブは、活弁士によるライブでの音声ガイド付き映画ということに加え、内容が瞽女をテーマにしたドキュメンタリー作品『瞽女さんの唄が聞こえる』ということで注目も集まったようです。この作品は、1971年当時、最後の高田瞽女・杉本キクイさんら三人の日常生活を中心に、瞽女唄の稽古風景や最後の旅の様子を記録した貴重な作品であり、これを目的に来場された方も少なくなかったようです。ノスタルジーに矮小化せずに、ひとつの世界観を切り抜き、確実に一時代を生きた瞽女の息遣いを伝えた作品に、皆さん満足したようです。好評の声に応え、2日目には上映回数を増やすなど、Ｂｍａｐの皆さまも積極的に対応してくださいました。
第一回からのサイトワールドを支える、もう1人の主人公と言えば、大勢のボランティアの皆さんです。駅からの案内、会場内の誘導･説明、イベントでの解説など、視覚障害者の案内に慣れている方から初めて経験される方まで、今年は総勢250人を超えるボランティアの皆さまが、真心を込めて、当日の運営にご協力いただきました。
そんなボランティアの中に、今年はひとつの新しい姿が見られました。東京スカイツリーの模型を提供された都立橘高校の生徒さん34人が、ボランティア体験ということで、3日目に案内･誘導を務めてくださいました。最初こそ、うっかり迷い込んでしまった初めての世界に戸惑う表情もチラホラ見られましたが、終るころには大分なれたようで、爽やかな表情が印象的でした。このような若い人たちが、幾分不慣れであっても、今後のサイトワールドに関わっていただける体制が出きるならば、次の時代に向けて大変頼りになるでしょうし、新しい社会作りにサイトワールドが、いささかの貢献をするということになるものと思います。
サイトワールドが当初目指した、「視覚障害者向けに配慮された商品、用具、機器などの生活・就学・就労に関わるものの出展、即ち、会場に出向けば、すべてのものに触れて、試して、納得できること」を通じて、その文化向上が図られることが確かなものになりつつあるこの5年であったと思います。
「与えられる」から「選ぶ」への変化なども、当事者、関係者の貴重な努力の積み重ねが、明らかに状況の変化を生み出だしています。出展者、来場者、そしてボランティア、参加されるすべての方が主役となる『サイトワールド』の更なる発展のため、皆さまのご理解とご支援を改めてお願いいたします。

１７．第6回サイトワールドの開催について
『サイトワールド2011』は、日本点字制定の日の2011年11月1日（火）から3日間、会場も同じ、すみだ産業会館サンライズホールにて開催いたします。

１８．実行委員会構成

実行委員長  　榑松武男 　（ＫＧＳ株式会社 代表取締役）
副実行委員長　  田中徹二 　（社会福祉法人 日本点字図書館 理事長）
事務局長 　 高橋　実 　（社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター 理事長）
実行委員  　荒川明宏 　（株式会社ラビット 代表取締役）
実〃〃〃員 　 岡村原正 　（株式会社ジェイ･ティー･アール 代表取締役）
実〃〃〃員　  金井真哉 　（シナノケンシ株式会社 部長）
実〃〃〃員   諏訪部俊彦 　（株式会社サン工芸　取締役）
実〃〃〃員　  中山政義 　（社会福祉法人 日本盲人福祉委員会　事務局長）
実〃〃〃員 　 望月　優　 （株式会社アメディア 代表取締役）
実〃〃〃員  　吉田健二 　（池野通建株式会社 部長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　([image: image13.png]50音順)
１９．連絡先

事務局： 〒167-0043 東京都杉並区上荻2-37-10 Keiビル　　社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター内

　　　　　　        　  電話： 03-5310-5051  FAX： 03-5310-5053
２０．会計報告は別紙の通り
おわりに
平成22年度バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進功労者表彰で、東京電力株式会社様が「ＩＨクッキングヒーターについて、誰にでも使いやすい、ユニバーサルデザインの視点による製品の改良をメーカーに促し、高齢者や障害者等のより安全･安心な調理に尽力した」功績により、内閣府特命担当大臣表彰優良賞を受賞されました。同社が第1回サイトワールドから連続出展され、会場内で視覚障害者からの意見や感想の収集をされ、それをメーカーに伝え、また、メーカーの皆さんもこれに応えたことが大きな受賞要素であったようです。
同社にお喜びを申し上げますとともに、同社が、サイトワールドを舞台にこのような努力が積み重ねられていたことに、そして、同じように他社の皆さまも努力を重ねられていることに敬意を表し、誇りに思うものでございます。

同賞には、サイトワールド実行委員である株式会社サン工芸も同時に受賞されており、慶賀に堪えません。
第6回の準備（2011年2月よりスタート）も始まります。皆さまのご支援･ご協力を心よりお願いいたし、『サイトワールド2010』報告書の結びといたします。

以上
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　シンポジウム
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　企画展
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　ＡＴＭ体験
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すみだ産業会館屋上より望む


東京スカイツリー


22年11月1日現在　497m








左より


山崎 昇 墨田区長


矢田宏人 厚労省自立支援振興室長


榑松武男 サイトワールド実行委員長


笹川吉彦 日本盲人福祉委員会理事長


マリアン･ダイアモンド ＷＢＵ会長


の各氏
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